
議案第８５号 

岩倉市子ども医療費支給条例の一部改正について 

岩倉市子ども医療費支給条例の一部を改正する条例を別紙のように定め

るものとする。 
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岩倉市子ども医療費支給条例の一部を改正する条例 

岩倉市子ども医療費支給条例（昭和４８年岩倉市条例第３号）の一部を

次のように改正する。 

第２条第１項第２号中「１５歳」を「１８歳」に改め、「（中学校（義務

教育学校の後期課程及び中等教育学校の前期課程を含む。）又は特別支援学

校の中学部に在学する者のうち市長が特別の理由があると認めたものを含

む。）」を削り、同条第２項中「監護するもの」を「監護するもの又は現に

子どもを扶養する者」に改める。 

第３条第１項を次のように改める。 

この条例により子ども医療費（次項第３号及び第４号を除き、以下「医

療費」という。）の支給を受けることができる者（以下「受給資格者」と

いう。）は、国民健康保険法による被保険者若しくは規則で定める法律（以

下「社会保険各法」という。）による被扶養者である子どもの保護者であ

るもの又は１５歳に達する日以後の最初の３月３１日を経過した子ども

のうち、国民健康保険法による世帯主若しくは組合員若しくは社会保険

各法による被保険者、組合員若しくは加入者（以下「被保険者等」とい

う。）であるもの若しくは婚姻をしているもの（国民健康保険法による被

保険者（世帯主又は組合員を除く。）又は被保険者等の被扶養者に限る。）

とする。 

第４条を次のように改める。 

（支給の範囲） 

第４条 市長は、子どもの疾病又は負傷について国民健康保険法又は社会

保険各法の規定による医療に関する給付が行われた場合において、当該

医療に関する給付の額と当該疾病又は負傷について法令の規定により国

又は地方公共団体の負担による医療に関する給付が行われた場合におけ

る給付の額との合計額が当該医療に要する費用の額に満たないときは、

規則で定める手続に従い、受給資格者に対し、その満たない額に相当す

る額を医療費として支給する。 

２ 前項の医療に要する費用の額は、診療報酬の算定方法の例により算定

した額（法令の規定に基づきこれと異なる算定方法によることとされて

いる場合においては、その算定方法によって算定された額）とする。た

だし、現に要した費用の額を超えることはできない。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。ただし、第４条の改正

規定及び次項の規定は、公布の日から施行する。 

（準備行為） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）において、この条例に

よる改正後の岩倉市子ども医療費支給条例（以下「新条例」という。）の

規定により新たに受給資格者となる者は、施行日前においても新条例第

５条に規定する申請をすることができる。 

（経過措置） 

３ 施行日前においてなされたこの条例による改正前の岩倉市子ども医療

費支給条例第５条に規定する申請及び前項の申請は、新条例第５条の規

定によりなされた申請とみなす。 

４ 新条例の規定は、施行日以後に医療機関等において受けた診療等につ

いて適用し、施行日前に受けた診療等については、なお従前の例による。 


